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-=ゐ第I章緒 百
鈎虫卵の発育K関しては，その発育児関係がある 
個々の因子について，諸家の種々の実験が既K報ぜ 
られているが，特K温度・酸素・ pH・湿度が鈎虫卵
の発育に深い関係があり，乙れらの各因子が適当な 
範囲内にあることが望ましいとされている。
即ち，温度比関しては， 1917年宮川は， 250C~30o 
CIL於て鈎虫卵の発育が最も良好であり，従って鈎
虫卵の発育には上記の温度の範囲は最適であると述 
べ， 1930年 McCoyは， 120C~420C の各温度に於
ける犬鈎虫卵の発育及び勝化脱穀について報告して
いる。即ち， 120CR於ては6.~12 日後1<: 90%勝化
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第V章考 察

第四章結 論

文 献
脱殻し， 230C 1<:於ては 20~24 時間後I"L 100%瞬化
脱殻し， 4QOCでは癖化脱穀する犬鈎虫卵は減少し，
42
0
Cでは総て贈化脱殻しないとし， 1931年松崎は，
OOC__200Cの各低温度に於ける鈎虫卵の発育につい
て報告している。即ちグピニ鈎虫卵は， OOC~50C の
l 範囲では 12時間以内氏於いて弱度の障害あり， 50C 
以上では 12時間以内K於いて発育は遅延するも障
害は殆んどなく， 80C以上では， 24時間以内に於て 
殆んど障害はないと述べ， アメリカ鈎虫卵ほ， OOC 
~50C の範囲では， 12時間以内に於て大部分死滅す
る。 150C__160C以上では， 12時間 ..-23時間以内に
於いて障害はなく， 200C以上では 24時間以内K於
いて障害はないと述べている。
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酸素lと関しては， 1917年宮川は，鈎虫卵は酸素の
供給が不足するとその発育が障害されると述べ， 
1928年 Brown，H. W.は， 1個の豚姻虫卵が仔虫
包蔵卵K達するに要する酸素消費量が 0.0000025cc 
であると述べた。 1930年 McCoyは， 1個の犬鈎虫
卵が購化脱殻迄l乙要する酸素消費量が 0.0000028cc 
なる事を述べた。 
pHK関しては， 1930年 McCoyは， pH 6.0~ 
9.4の聞に於いては，鈎虫卵の発育 i乙関して特に差
異を認めないと述べている。
湿度氏関しては， 1931年松崎は，素焼瓦lζ鈎虫卵
を含む糞便を塗布し，水を加えず室温 l乙放置した
が，ヅピニ鈎虫卵は 5時間後Iζ殆んど障害なく，ア
メリカ鈎虫卵は 2~4 時間で大部分死滅すると述べ
ている。 1958年兼先は，鈎虫卵は 300Cの下に於い
て湿度が 100%に近い状態では発育lζ障害はなく，
湿度が少くなるに従って発育児障害を及ぼし，~性
卵lと陥る卵が多くなると述べている。
他方鈎虫卵の発育状態を 1時間毎lζ観察した報告
としては， 1928年松崎は，アメリカ鈎虫卵，ヅピニ
鈎虫卵及び東洋毛様線虫卵について，培養後 16時
間目より 1時間毎K培養後  24時間迄上記各虫卵を
その都度取出し観察した。 280C瞬卵器内に於いて瓦
培養法を行い，グピニ鈎虫卵は， 16時間後lと瞬化脱
殻仔虫を認め， 20時間後K過半数の癖化脱殻仔虫害
認めた。叉アメリカ鈎虫卵に於いては，培養 17時
間後K瞬化脱穀仔虫を認め， 21時間後民過半数の勝
化脱殻仔虫を認めた。 1953年林は，犬鈎虫卵につい
て瓦培養法を行い， 1 時間毎比約 50~100 筒の虫卵
群を取出し，その都度観察し，犬鈎虫卵の発育の発
育曲線及び発育係数について報告している。しかし
上述の諸氏の実験を按ずるに，乙れらは総て虫卵の
観察方法としては，瓦K塗布された糞便より任意に
取出した糞便中の 50 ~100箇の虫卵について観察
し，観察終了後はそれらの卵を捨て去って，次の観
察時には，再び瓦上の糞便中に含まれる新たな虫卵
について観察している。従って同ーの虫卵について
継続的に観察した報告はない。鈎虫卵の発育に及ぼ
す各因子氏就ての研究や，~性卵の出現過程につい
ての観察，叉各種薬剤の鈎虫卵に及ぼす影響につい
ての実験等に於いて，同ーの鈎虫卵を継続的に観察
し得る事が出来れば一層確実な成績を得る事が出来
る。従って同一卵を継続観察する意味でポリエチレ
y ・フィルム法を用いたが，乙の方法により，アメ
リカ鈎虫卵及びヅピニ鈎虫卵の発育について実験し
たので ζ〉に報告する。
第 11章実験方法
第 1節実験材料
硫苦加飽和食塩水浮遊法によって鈎虫卵単独寄生
者を求め，これらの者の糞便を 280Cの下に瓦培養
を行い，発生せる仔虫を鑑別する ζとによって，ア
メリカ鈎虫並びlζヅピニ鈎虫単独寄生者を求めその
全尿を用いた。尚排便より実験開始迄lと鈎虫卵が発
育するのをさげるために，以下に述べる操作は，排
便より数分以内K始められた。
第2節集卵方法
尿内鈎虫卵の分離法について，  1953年 P.P. 
Weinsteinは，食塩水浮遊法lとより鈎虫卵を採取
し，遠心沈澱により水洗した多少の残澄吾含む虫卵
を得ている。 1954年長野は，姻虫卵の分離採取法と
して，大きい爽雑物をガーゼ、iとて除去し，次に時計
皿を用い畑虫卵の重力と時計皿の廻転によるその遠
心力lとより，時計皿の底部に虫卵を集め，上i胃を捨
てピペットにて純粋な虫卵を吸引し採取し得ると報
告している。 1955年小宮は，食塩水による浮遊法と
長野氏法を併用する方法がょいと述べている。しか
し集卵中氏鈎虫卵の発育するのをきけ，発育lζ障害
を及ぼすのを防ヤために，集卵する時間を出来るだ
け短くする事が大切である。以上の事を考慮、に入れ
る時は，虫卵の沈澄中 lと多少の爽雑物を含む欠点は
あるが，食塩水lζて浮遊し遠心沈澱せしめる方法が
ょいと思われる。即ち次の如き方法で鈎虫卵を採取
した。
ザピニ鈎虫及びアメりカ鈎虫単独寄生者の排便を
待ち，その全尿に比重 1230の硫苦加飽和食塩水を
加え，竹べらを用い充分混和撹持し泥状とした後，
更に硫苦加飽和食塩水を 5~1O倍加えた。次iと食物
残澄等爽雑物除去のため，網目の大きさ 1/ 10~1/80イ
シチの金網で網目の大きいものから順次漏過した。
そのi慮液を 150~200 cc容量の三角コルベシに盛上
る様に入れ，約 20分間放置して虫卵を浮遊せしめ
た。乙の盛上った飽和食塩水の表面lζ，28x28mm 
のカバーグラスを用い密着せしめて虫卵を採取し，
駒込ピペットを用い ζのカバーグラスを水道水にて
水洗する。乙の虫卵含有水を約 1000 ~1500廻転に
て 5分間遠心沈殿し，その上清を捨て沈涯を用い
?こ。乙の虫卵群を含む沈そ査は多少の爽雑物を含む o 
叉虫卵の発育を観察する場合Ir.，虫卵数の極端な多
寡を避けるために，毛細管ピペットにて上記の虫卵
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含有水滴を滴下する際 K，虫卵含有水 2~3滴中氏 
虫卵 200--300箇含まれる如く考慮、し水道水を加え 
冬期に於いては，集卵時の室温，飽和食塩水及び
水道水を 150C__170C前後に保った。
第 3節実験方法
鈎虫卵の発育を継続的に観察するには，適当な温
度・酸素・水の供給が必要で、あるが，更に同一卵を
実験開始より終了迄同一場所で観察し得る事が必要
である。此等の諸条件を満たすために，ポリエチレ
シ・フィルムを用いたが，その製品の厚薄により鈎
虫卵の発育lζ及ぼす影響を考慮K入れ，製品中最も
薄いポリエチレシ・フィルム即ち 1.5/100mmの厚
さの製品を用いた。
鈎虫卵を観察する場合， 1時間毎lとシャーレ中ょ
り観察すべき虫卵を載せた対物ガラスを取出し，同 
ー虫卵を観察する。従って同一虫卵を見誤らぬた
め，且つ迅速に同一虫卵を把握する目的で，対物ガ 
ラス lζアシプルカットを用い，相互間隔 2mmの線
を縦横に 4--5本しるす。従って 2mm四方の正方
形が対物ガラス上rc9--16箇作製される。乙の対物
ガラス中央部 l乙作製された 9~16 箇の正方形を除ぃ
た周囲K，飯糊を塗布する。次に中央部 2mm四方
の 9~16 箇の正方形内1ζ，上記方法で採取した鈎虫
卵含有水を，毛細管ピペ y ト lとて 1~2滴を滴下す
る。乙の滴下せる水量の過多による虫卵の移動を避
け，叉過少による虫卵の発育障害を防ヤために，中
央部 2mm四方の正方形の面積の大小lとより，滴下
する水量を適宜加減する。ポリエチレ Y ・フィルム
の搬は，虫卵内細胞の観察を困難民し，虫卵周囲 l乙
気泡を生ぜしめる原因となり，虫卵の観察を不能な
らしめ，発育l乙障害を及ぼす。従って敏を除く目的
で，対物ガラスの 2"'-'3倍の大きさのポリエチレシ・
フィルムを，壇の口叉は別の対物ガラスで緊張せし
め，鈎虫卵を滴下した対物ガラス lと密着せしめる。
乙の時密着を誤るとポリエチレン・フィルムと対物
ガラスの間lと気泡を生ぜしめる。気泡は時間の経過
に従って大となり移動することがあり，為iζ気泡の
移動と共l乙虫卵をも移動せしめる結果となる。乙の
ポりエチレユ/・フィルムを密着した虫卵を含む対物 
.ガラスを，水道水を含むガーゼを入れたシャーレ中
K納め，蓋をし， 280C gj昨卵器中 l乙納入した。上記の
対物ガラスを 280C騨卵器lζ納入後， 1時間毎Iζ 280
CK保った顕微鏡保温装置の中 lとスれて，その虫卵 
の発育状態を観察し，この 1時間毎の観察はその後
24時間続けた。発育状態を観察した虫卵数は 50--
100箇前後であった。
発育段階は虫卵細胞の分裂状態lとより， 2細胞以
下， 4細胞以下， 8細胞以下， 16細胞以下，桑実期，
蛸蛸期，仔虫包蔵期及び卿化脱殻仔虫 lと分類した。
第 111章実験成績(其のめ
第 1節瓦培養法とポリエチレン・フィルム法に
よる鈎虫卵発育の比較 
(1) まえがき
鈎虫卵が順調に発育するには，適当な温度，酸素，
水の供給が必要であるが，観察方法として，上記の
諸条件を満たし，しかも同一卵について継続的に観
察する方法については，今迄その報告がない。先き
に第 25回日本寄生虫学会総会に於いて， Thoma・
Zeiss氏計算盤を用い，同一虫卵を観察する方法を
発表した。しかしこの方法は水の蒸発が激しく， 1 
.-.2時間毎K水の補給が必要である。従って虫卵が
移動し，同一虫卵の継続観察を困難民するため，ヵ
パーグラス 1 枚につき虫卵 5~10 箇以内に制限する
必要があっ 7こ。この欠点を補うためにポリエチレシ
・フィルムを用いた。乙のポリエチレン・フィルム
は空気を通過し，水分を蒸発きせず，操作は簡便で
あり，為に上記のポリエチレシ・フィルム法lζ於い
ては，虫卵は移動せず同一虫卵を継続観察し得る。
アメリカ鈎虫単独寄生者の同一人の全尿を用い，
瓦培養法及びポリエチレシ・フィルム法を行い，両
者の虫卵の発育を比較した。 1956年小林は，虫回虫卵
を寒天上lζ塗抹し，表面より lmm以内氏於いては
発育児障害のない事・を述べた。私はこの意味に於い
て，瓦上lと塗布する糞便層の厚さは可能な限り薄く
塗布すべく努力した。 
(2) 実験方法
アメリカ鈎虫単独寄生者の全原を用い，之lと少量
の水道水を加え，細挫撹持し，ヵ」ゼ 1枚l乙て漉過
し爽雑物を除去す。この泥状使を瓦Iζ塗布するがそ
の場合，その塗抹した便の下層の虫卵にも充分酸素
が供給され，上層の虫卵と同様に発育する様lζ糞便
を出来る限り薄く瓦lζ塗抹する。乙の瓦をシャーレ
K納め水を瓦の八分目までみたして， 280Cの瞬卵器
内lζ納め，その後 1時間毎l乙瞬卵器中より取出し， 
素焼瓦の各所より楊子lとて糞便を取り，乙れを対物
カ、、ラス iζ塗抹し，虫卵の発育状態を観察した。この 
1時間毎の観察を 24時間続けた。観察した虫卵数
は各回共に 100箇前後であった。 ζの実験方法に於
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いては，同一虫卵を継続的K観察する事は不可能で リカ鈎虫卵の分裂像、は，表 Uc::示す如く， 4細胞 10
ある。従って毎時間観察した虫卵は，各固に於いて 箇(12.7%)，8細胞 62箇 (79.4%)，16細胞6箇 (7.7
常に異った虫卵である。ポリエチレシ・フィルム法 %)であった。 280C卿卵器内にて培養し， 1時間後
は第E章第3節実験方法で述べた如くである。，とは桑実期の虫卵が観察された。即ち 4細胞5箇 
(3) 実験成績	 (10.2%)，8細胞 38箇 (77.5%)，16細胞5箇(10.2
瓦培養法に於いて，培養前即ち実験開始前のアメ	 %)，桑実期 1箇 (2.0%)で、あった。培養 9時間目
には，矧掛期の虫卵が観察され，桑実期84筒(84.0
表1. 各時間毎 lζ各卵期l乙達した百分率
〈アメリカ鈎虫卵，瓦培養法〉 %)，明朗期 13箇(13.0%)であった。培養後 11時
間自には仔虫包蔵期の虫卵が観察され，桑実期10箇富岡ゐ期|細品期|帝国首期!桑実期;瞬軒期I~~~I 仔虫 (11.3%)，開叫期 76箇 (86.3%)，仔虫包蔵期 2箇 
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図 1は，各卵期の比率斐遷を示した。即ち表 U c:
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ポリエチレシ・フィルム法lζ於いては，実験開始
前のアメリカ鈎虫卵の分裂像は，表 2，乙示す知く，噌 i14 
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4細胞期24箇 (23.5%)，8細胞期 70筒 (68.6%)， 
1.0 16細胞期 8箇 (7.8%)であった。培養 1時間後には 
1.0 桑実期の虫卵が観察され， 4細胞期 1箇(1.0%)，8 
12.2 細胞期 64箇 (62.79る)， 16細胞期 35箇 (34.3%)， 
40.8 桑実期 2箇 (2.0%)である。培養 7時間後には麟蛸
期の虫卵が観察され，桑実期 97箇 (95.1%)，麟虫半
79.。62.8 期 5箇 (4.9%)である。培養9時間後には仔虫包蔵
時間
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図 2. 各卵の各卵期lと達する個体分布累積曲線(アメリカ鈎虫卵瓦培養法〕 
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表 2. 各時間毎lζ各卵期lと達した百分率
(アメリカ鈎虫卵，ポリエチレジ・フィルム法〉
自|品期|品期|細;;期|桑実期(瞬間I~品l 仔虫。23.5 68.6 7.8 
1 1.0 62.7 34.3 2.0 
2 5.9 66.7 27.5 
3 6.9 93.1 
4 100.0 
5 100.0 
6 100.0 
7 95.1 4.9 
8 48.0 52.0 
9 7.8 90.2 2.0 
10 1.0 75.5 23.5 
11 1.0 24.5 74.5 
12 1.0 5.9 93.1 
13 1.0 2.0 97.1 
14 1.0 1.0 98.0 
15 1.0 98.0 
16 1.0 97.1 
17 1.0 97.1 
18 1.0 95.1 2.0 
19 85.3 12.7 
20 52.9 45.1 
21 36.3 61.8 
22 24.5 73.5 
23 19.6 78.4 
24 14.7 83.3 
期の虫卵が観察され，桑実期8箇 (7.8%)，麟叫期
92箇 (90.2%)，仔虫包蔵期 2箇 (2.0%)である。
培養 18時間後には贈化脱殻仔虫が観察され，麟叫
期 1箇(1.0%)，仔虫包蔵期 97箇 (95.1%)，府化脱
殻仔虫 2隻 (2.0%)である。
培養 24時間後に於いては，仔虫包蔵期 15箇(14.7
仔虫包蔵期 
~ ~ ~ ~ W U fi W m ~ ~ ~_~ 
/時i司
%)，贈化脱穀仔虫 85隻 (83.3%)である。尚培養 
15時間後IC:.1箇， 16時間後IC:1 箇~性卵lと陥入っ
たものがある。
図 3 は，各卵期の比率~遷を示したものである。
即ち表 21[示された各時間毎の各卵期の百分率を縦
軸1[，横軸lとは時間をとると，図 3の如き各曲線が
得iられる。
図4は，各観察時間Iζ於いて，各卵が各卵期に達
した百分率の累積曲線を示したものである。即ち横
軸l乙培養時間，縦軸はその培養時間K各卵が各卵期
比達した百分率の累積を表しているが，図 4にみる
様1[， 16細胞乃至仔虫包蔵期比於いては概ね S字状
の曲線が得られる。
図4の8細胞期についてみると，実験開始前78箇 
(76.5%)，培養 1時間後 101筒 (99.0%)，培養 2時
間後 102箇(100%)であるl。
第 2節 飽和食塩水の鈎虫卵発育に及ぼす影響 
(1) まえがき
尿内鈎虫卵の分離する方法として，飽和食塩水に
よる浮遊法を用い集卵した。この場合用いた飽和食
塩水は 100C~200C であり，従って 35.7~35.8% の
食塩を含む。この高濃度の食塩水内に浮遊する鈎虫
卵は，その発育に障害の及ぼされる事が考えられ
る。従ってその発育に及ぼす飽和食塩水の影響につ
いて以下の如く実験した。 
(2) 実験方法
アメリカ鈎虫及びヅピニ鈎虫単独寄生者の全尿
を，飽和食塩水を用い，第E章第 2節集卵方法の如 
く集卵したが， 乙の場合三角コルペシより 28x 28 
mmカバーグラスにて採取した虫卵は，駒込ピペッ
トを用い飽和食塩水にて数本のr遠心管内に洗い落
す。即ち遠心管内は浮遊せる虫卵を含む飽和食塩水
である。乙の遠Ib¥管を 280C卿卵器中K納め， アメ
-1850ー  
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図;3. 各卵期の比率斐遷(アメリカ鈎虫卵，ポリエチレ Y・フィルム法〉
仔虫包蔵綱 
40 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 
仔虫 
20 21 22 23 24 
第 34巻
3 4 5 6 7 11 
りカ鈎虫卵は 1--6時間，ヅピニ鈎虫卵は 2--10時 
閉そのまう放置した。
アメリカ鈎虫卵及びヅピニ鈎虫卵を各々上記時間
経過後1[，瞬卵器内より遠心管を 1木宛取出し，飽
和食塩水を更に追加し，遠心管口が盛上る如くし，
20分間浮遊す。その飽和食塩水面v28x28mmカc.
ζーグラスを密着せしめ虫卵を採取する。乙の採取
した虫卵を水道水lζて水洗し，乙の虫卵含有水を約
1000--1500廻転Kて5分間遠心沈澱し，その上清を
捨て沈涯を用いた。 ζの沈澄を上記ポリエチレン・
フィルム法により 280C勝卵器内 r24時間培養しc.
7こ。培養 24時間後勝卵器中より取出し，虫卵の発
育状態及び聯化脱穀仔虫数を観察した。
之と同時に，対照として次の如き実験を併用し
Tこ。上記飽和食塩7]¥.1とて集卵採取時K，一部虫卵を
飽和食塩水中lと浮遊せしめず，水道7]¥.1ζて遠心管内 
に虫卵を洗い落し，約 1000--1500廻転にて 5分間 
遠心し，その虫卵群を含む沈t査を，ポリエチレン・
フィルム法により 280C瞬卵器内に納め 24時間培養
した。 24時間培養後勝卵器中より取出し，虫卵の発
育状態及び騨化脱殻仔虫数を観察した。 
1" '2 3 時間
図4. 各卵の各卵期比達する個体分布累積曲線
(アメリカ鈎虫卵，ポリエチレシ・フィルム法〉 
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(3) 実験成績
アメリカ鈎虫卵lと於いては，鈎虫卵浮遊飽和食塩
水を 280C瞬卵器中lζ納入してより 2時間後K，瞬
卵器中より取出した虫卵群の発育像は，同時に対照
として実験した虫卵群即ち集卵時のみ飽和食塩水に 
浮遊せしめ，ポリエチレ Y ・フィルム法により培養 
した虫卵群と同様の発育を示し，~性卵数lζ於いで
も2時間飽和食塩水浮遊群が多い事はなかった。即 
ち2時間飽和食塩水浮遊群に於いては， 2時間飽和
食塩水に浮遊後の虫卵細胞の分裂像は， 8細胞期
16.4%， 16細胞期 72.7%，桑実期 10.9%であった。 
乙の虫卵をポリエチレシ・フィルム法lζて24・時間培
養後の虫卵の発育は，仔虫包蔵期 14.5%，~昨化脱穀
仔虫 85.5%であり 2羽生卵はなかった。 
対照の虫卵の実験前の分裂像は， 4細胞期 7.6%，
8細胞期 67.9%，16細胞期 24.5%であり， 24時聞
280C瞬卵器内培養後， 仔虫包蔵期 9.4%，瞬化脱穀
仔虫 83.0%であり斐性卵 7.6%であった。 280C瞬卵
器中で 3時間飽和食塩水中に浮遊せる虫卵は，飽和
食塩水より取出しポリエチレン・フィルム法を用い
24時間培養後の虫卵の発育像は，仔虫包蔵期 28.8%，
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勝化脱殻仔虫 24.2%，褒性卵 47.0%であった。 280C 
瞬卵器中で 4時間飽和食塩水中lζ浮遊せる虫卵は， 
24時間 280C瞬卵器中で培養後の虫卵の発育像は， 
仔虫包蔵期 7.0%，~昨化脱殻仔虫はなく愛性卵は 93.0
%であった。
280C嫡卵器中で5時間以上飽和食塩7klと浮遊せる
虫卵は 100%安性卵であった。
ヅピニ鈎虫卵に於いては，鈎虫卵浮遊飽和食塩水を
280Cを購卵器中氏納入してより 4時間 40分後瞬卵
器中より取出し，ポリエチレン・フィルム法lとより
24時間培養後の虫卵の発育像は，仔虫包蔵期 4.3%，
購化脱穀仔虫 93.5%，~j性卵 2.2% であり，第百章
第 4節lζ述べるヅピニ鈎虫卵のポリエチレン・フィ
ノLム法による 24時間 280C贈卵器内培養後の成績と
大差はないと思われる。 280C贈卵器内で 6時間飽
和食塩水中に浮遊せる虫卵は，飽和食塩水より取出
し，ポリエチレン・フィルム法を用い 24時間 280C
瞬卵器内培養後の虫卵の発育像は，仔虫包蔵期 2.9
%，勝化脱穀仔虫 89.7%，~羽生卵 7.4% である。同様a
にして 7時間飽和食塩水中l乙浮遊せしめ七虫卵は， 
ポリエチレ Y・フィルム法lとて 24時間培養後に於い
て，仔虫包蔵期 14.3%，贈化脱穀仔虫 60.0%，斐性
卵 25.79るであった。同様にして 8時間飽和食塩水中
lζ浮遊せしめた虫卵は，ポリエチレシ・フィルム法 
にて 24時間培養後に於いて，仔虫包蔵期2.0%，~時
化脱穀仔虫 3.9%，~性卵 94.1% であった。同様K
f して 9時間以上飽和食塩水に浮遊せしめた虫卵は
100%~性卵rc.陥入った。
図 5は，横軸に時間，縦軸lζ愛性卵の百分率を示
している。乙れは 280C瞬卵器内に於いて，鈎虫卵
が飽和食塩水中に浮遊せる各時間lζ於いて~性せる
百分率である。点線はアメリカ鈎虫卵，実線はヅピ
ニ鈎虫卵である。
図5. 280Cの飽和食塩水中lζ於ける
~性卵増加の時間的推移 
第3節 原内鈎虫卵発育の各部位的差異について
(1) まえがき 
1956年横川は，小樹脂球を犬に食物と共に呼降下せ
しめ，その排世状態について実験したが，小樹脂球
は60時間後も尚排世された。叉便の先端(直腸下 
音わが最も多く直腸上方にゆくに従って漸減すると
述べている。叉排世される糞便はその性状及びその
重量も常R~動がある。従って排11止された糞便はそ 
の部位によって腸内K留っていた時間が異り，その
糞便内に含まれる鈎虫卵は，産卵されてより排世さ 
れる迄の時間がその糞便の部{立によって異る事lとな
る。即ち腸内の無酸素状態の中lと存在する時間は，
糞便の部位Iとより異る事になり，その中に含まれる
鈎虫卵の発育についての影響を考慮する必要があ
る。従ってアメリカ鈎虫単独保有者の糞便について
次の如き実験を試みた。
(2) 実験方法
体外lζ排i世された糞便の排世順に従って，前半及
び後半と 2箇花区分し，叉更に ζの2箇の糞便を，
周辺部 (2~3mm の厚さ〉と内部とに分割した。 ζ
の分割された 4箇の糞便について夫々集卵し，ポリ
ェチレシ・フィルム法を用い， 280C 瞬卵器内で 24時
間培養した。 
(3) 実験成績
前半周辺部の尿について，その培養前のアメりカ
鈎虫卵の発育状態は， 4細胞期 9.5%，8細胞期 68.9 
%， 16細胞期 17.6%，桑実期 2.7%，:3羽生卵1.4%で 
あった。 乙の虫卵の中1.4%のZ羽生卵を除外し，ポ
リエチレシ・フィルム法を用い， 280C 24時間培養
後の虫卵の発育状態は，仔虫包蔵期 5.5%，日時化脱穀
仔虫 89.0%，~性卵 5.5% であって，実験前の~性
卵と実験後l乙震性像を示すに至ったものとの合計は 
6.8%であった。
前半内部の原について，その虫卵の培養前の発育
アメリカ鈎虫卵
状態は， 4細胞期 13.9%，8細胞期 64.6%，16細胞期 
-. ヅピニ鈎虫卵
喧 割 分 率qmmm
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 20.3%，~性卵1.3% であった。乙の虫卵の中1.3%の愛性卵を除外した虫卵について，ポリエチレシ・
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フィルム法を用い， 280C 24時間培養後の虫卵の発
，88.5%~際化脱殻仔虫る，6.49育状態は，仔虫包蔵期 
~性卵 5.2% であって，実験前の~性卵と実験後K
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時間 期 31.7%，桑実期1.6%.姿性卵 3.2%で、あった。乙
後半周辺部の尿について，その虫卵の培養前の発
育状態は， 4細胞期 6.3%，8細胞期 57.1%，16細胞
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表 3. 尿内の各部位lζ於ける実験開始前及び24時間培養後の鈎虫卵分裂像の百分率
(アメリカ鈎虫卵〉
L書Z
実験開始 前 |唾艇R警告豊富臨
4細胞期 18細胞期 16細胞期!桑実期 
l
愛性卵仔虫包蔵期 
l
仔 虫|愛性卵
難芸合品事自計 
前 半. 
後 半 
前半内部 
前半周辺部 
後半内部 
後半周辺部 
4.5 
13.9 
9.5 
15.1 
6.3 
45.6 
63.6 
64.6 
68.9 
62.8 
57.1 
43.0 
24.2 
20.3 
17.6 
14.0 
31.7 
7.6 
1.5 
2.7 
1.2 
1.6 
3.8 
6.1 
1.3 
1.4 
7.0 
3.2 
10.5 
9.7 
6.4 
5.5 
10.0 
4.9 
84.2 
85.5 
88.5 
89.0 
88.8 
93.4 
5.3 
4.8 
5.2 
5.5 
1.3 
1.6 
8.9 
10.6 
6.3 
6.8 
8.1 
4.8 
の虫卵の中 3.2%のZ羽生卵を除外した虫卵につい 於いて述べた如く，ポリエチレ ν・フィルム法を用
て，ポリエチレシ・フィルム法を用い， 280C 24時 い， 280C勝卵器内l乙て培養し 1時間毎K瞬卵器より
間培養後の虫卵の発育状態は，仔虫包蔵期 4.9%，勝 取出し観察した。その成績は表 2，図 3，4K示した。
化脱殻仔虫 93.4%， ~'l生卵1.6% であって，実験前 叉このポリエチレシ・フィルム法を用い，アメリ
の斐性卵と実験後KB羽生[象を示すに至ったものとの カ鈎虫卵について， 280C購卵器内培養を 24時間行
合計は 4.8%であった。 い，その発育状態及びZ羽生卵についてくり返し観察
後半内部の尿について，その虫卵の培養前の発育 すると表 4le示す如くである。
状態は， 4細胞期 15.1%，8細胞期 62.8%，16細胞期 即ち実験開始前は， 4 細胞期 0~31.0% (平均 12.5 
14.0%，桑実期1.2%，~性卵 7.0% であった。この %)， 8 細胞期 45.6%~75.3% (平均 66.3%)，16細胞
虫卵の中 7.0%の安性卵を除外し， ポPエチレ :y. 期 5.5---43.0%(平均 17.4%)，桑実期 0---7.6% C平均
フィルム法を用い， 280C 24時間培養後の虫卵の発 0.9%)，~羽生卵 0~7.3% (平均 3.4%)であった。乙
育状態は，仔虫包蔵期 10.0%，騨化脱殻仔虫 88.8%， の蛮性卵を除外した虫卵について， 280C 24時間培
斐性卵1.3%であって，実験前の斐性卵と実験後に 養後の分裂像は，仔虫包蔵期 4.9~31.7% (平均 14.6
~性像を示すに至ったものとの合計は 8.1% であっ %)，瞬化脱殻仔虫 53.0~93.4% C平均 79.7%)，愛性 
卵 平均 5.8%)であって，実験前の斐性
表 3は，排澗|院に従って前半及び後半の 2筒lζ分 卵と実験後K~性i象を示すに至ったものとの合計は
割し，更に之を周辺部及び内部lと分割した尿内虫卵 2.3~19.8% (平均 8.4%)であった。
の培養前及び 24時間培養後の発育状態の百分率で C2) 280C K於けるヅピニ鈎虫卵の発育状態
ある。 (1) まえがき 
1928年松崎は，ヅピニ鈎虫卵の発育状態及び勝化
第 IV章実験成績(其のめ 脱殻について，瓦培養法を用い 280C瞬卵器中に培
第 1節 280 C並びに 150 Cに於けるアメリ力鈎虫 養し，培養後 16時間目より 24時間迄 1時間毎に虫
卵及びヅピニ鈎虫卵の発育状態 卵を取出し観察している。即ち培養後 16時間自に 
C0~16.2% こ。7
(1) 280C K於けるアメリカ鈎虫卵の発育状態 於いて，仔虫包蔵期 94.2%，勝化脱殻仔虫仏3%，発
実験方法及び実験成績は，第E章第 1節瓦培養法 育不良卵 5.5%であり，培養 24時間後lζ於いて仔虫
とポリエチレ Y ・フィルム法による鈎虫卵の比較に 包蔵期 4.4%，勝化脱殻仔虫 94.4%，発育不良卵1.3
表 4. 実験開始前及び 280C24時間培養後の発育像(アメリカ鈎虫卵〉
実 験 開 始 別 
"'"実験開始前の~性卵を除外し|実験開E合同Ir
月日
こ虫卵について M 時間培養|及び24時間
|一一一 |培養後の
時間 )4細醐何回目捌 [16細胞期!桑実期|蛮性卵|仔虫包蔵期|仔虫|震性卵|雲性卵数の 
7~ 8 1 O~ 145.6~! 5.5~ I O~ I O~ 4.9~ I53.0~ I O~ I 2.3---
I19.8%U3.2%4% I 3: I 93i:7%0% I 7.6% I 7.3% I 3:I 4 :3%9---10 I 31.0% I 75
)12.5% I 0.9% ) 3.4% j14.6% 79.7% I5.8% I8.4%・66.3%) 17.4%) I 
/ 
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%であると述べている。しかしこれは同一卵の継続 
観察ではない。従って成績を一層正確ならしめる意
味でポリエチレシ・フィルム法を用い，糞便排世後
より 1時間毎l乙同一虫卵を観察した。
く2) 実験成績
集卵直後実験開始前のヅピニ鈎虫卵の分裂像は，
表 5. 各時間毎に各卵期に達した百分率
(ヅピニ鈎虫卵， 280C，ポリエチレン・フィルム法〉
語|品期1品期1細;;期!桑実期|蝋叫期J2蔵品!仔虫。0.9 53.2 36.3 9.3 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
1.9 33.6 64.4 
0.9 99.0 
100.0 
93.5 6.5 
29.0 71.0 
96.2 3.7 
45.8 54.2 
3.7 96.2 
98.1 
98.1 
98.1 
98.1 
97.1 0.9 
76.6 21.5 
46.7 51.4 
29.9 68.2 
17.7 80.3 
13.1 85.0 
12.2 86.0 
9.3 88.8 
9.3 88.8 
9.3 88.8 
7.5 90.7 
6.5 91.6 
1表 51[示す如く， 4細胞期 1箇 (0.9%)，8細胞期 57
箇 (53.2%)，16細胞期 39箇く36.3%)，桑実期 10箇
く9.3%)であった。培養4時間自には麟叫期の虫卵
が観察され，桑実期 100箇 (93.5%)，鹿島糾期 7箇
く6.5~合〉であった。培養 6 時間自には仔虫包蔵期の
虫卵が観察され，蝋創期 103箇く96.2%)，仔虫包蔵
期 4箇 (3.7%)であった。培養9時間自には斐性卵
に陥入ったもの 2箇(1.9%)あり，以下愛性卵は培
養 24時間迄乙の 2箇のみであった。培養 13時間自
には贈化脱殻仔虫が観察され，仔虫包蔵期 104箇 
(97.1%)，~際化脱穀仔虫 1 隻 (0.9%) であった。培
養 24時間後には，仔虫包蔵期 7箇 (6.5%)，~時化脱
殻仔虫 98隻 (91.6%)であった。
図 6 は，各卵期の比率~遷を示した。即ち表 51乙
示された各時間毎の各卵期の百分率を縦軸l乙，横軸
には時間をとると，図 6の如き曲線が得られる。
図7は，各観察時間K於いて，各卵が各卵期lζ達
した百分率の累積曲線を示したものである。即ち横
軸l乙培養時間，縦軸はその培養時聞に各卵が各卵期
比達した累積百分率を表しているが，図 7にみる様 
le 16細胞期乃至仔虫包蔵期に於いては概ね S字状
の曲線が得られる。
図7の桑実期についてみると，実験開始前 10箇 
(9.3%)，培養 1時間後 69箇 (64.9%)，培養 2時間
後 106箇 (99.0%)，培養3時間後 107箇(100%)で
ある。
叉 ζのポリエチレ Y ・フィルム法を用い，ヅピニ
鈎虫卵について， 280C~1降、卵器内培養を 24 時間行い，
その発育状態及び斐性卵についてくり返し観察する
と，表 61乙示す如くである。即ち実験開始前の分裂
像は， 2 細胞期 0~4，5% (平均1.0%)，4細胞期 0.9 
~37.9% (平均 21.7%)，8 細胞期 40.9%~56.7% (平
均 49.7%)，16細胞期4.5_';'_36.3%(平均 19.5%)，桑
図 6. 各卵期の比率~遷(ザピニ鈎虫卵， 280C，ポリエチレン・フィルム法〉 
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表 6. 実験開始前及び 280C24時間培養後の発育像(ヅピニ鈎虫卵〉 
l 実験開始前の震性卵
実 験 開 始 前 ‘|を除外した虫卵につ 
培養後の|時間培養24いてI-. ，.~."，I /'- '0/_ v月日 l
l~h._.""_.u.，， 1 A "~"h+l-t1lo ，，~tlh-H-tlI1 C"trtlb*tl ~çg*I:! IJtrc，I，J.l.Kf.tI仔虫 IlJ. tb Im:sl-fHilli1 I斐性卵数の
時間 12州制14細胞期i8細目捌16細胞期l桑実期羽生卵|包蔵期)仔虫!愛削除
18/刊~17.00~ iO~ I 0，9~ I40.9~ I 4.5~ I O-=- I 2-:-.I _~':'_. I ?~.?~ I ~-:--_， ~~ jIrI.9~00 4.5% I37.9% I56.7% I 36.3% I 17.1% I 5.7% I 16.5% I 98.9% I 6.8% I 8.6% 
玉石
2ケ
I ¥1.0引21叫 49判山%¥6判 2.0引 6.3% I90.7% I3.0% I 5.0% 
表 7. 各時間毎l乙各卵期比達した百分率実期 0~17.1% (平均 6.1%)，~性卵 0~5.7% (平均
(アメリカ鈎虫卵， 150C，ポリエチレン・フィルム法〉
-1854ー 千葉医学会雑誌 第 34巻
図7. 各卵の各卵期比達する個体分布累積曲線くヅピニ鈎虫卵， 280 C，ポリエチレシ・フィルム法〉
ーーーー-
80 
7(t 
ω 
50 
40 	
仔虫 
l仔.!i包蔵期 
2.0%) であった。 ζ の~性卵を除外した虫卵につい
て， 280C 24時間培養後の鈎虫卵分裂像は，仔虫包 時間。1
4細胞期 
蔵期 0~16.5% (平均 6.3%)，瞬化脱殻仔虫 76.7%~ 13.7 
12.098.9% (平均 90.7%)，変性卵 0~6.8% (平均 3.0%)	 1 
10.3であって，実験前の斐性卵と実験後lζ愛性像を示す	 2 
7.7に至ったものとの合計は 0~8.6% (平均5.0%)であ	 3 
4 6.0 
った。 
2.6 
(3) 150C rc於けるアメリカ鈎虫卵の発育状態 
5 

6 
 2.6 
(1) まえがき	 7 
1917年宮川， 1928年松崎， 1930年 McCoy，1931 8 
年松崎は，アメリカ鈎虫卵ヅピニ鈎虫卵或は犬鈎虫 9 
卵について，温度が虫卵の発育児及ぼす影響につい 10 
て述べている。即ち至適温度は 25~300C の間であ 11 
り， 150C前後では虫卵は死滅しないが発育は遅延す 12 
13ると述べている。しかし 150CK於いてアメリカ鈎 
虫卵の発育が遅延するその経過についての精細な報 14 
告はない。従ってポリエチレゾ・フィルム法を用い 15 
同一鈎虫卵を‘24時間iζ亘って 1時間毎に観察した。 
16 
17 
く2) 実験方法 18 
アメリカ鈎虫単独寄生者の排世された全尿につい 19 
て，ポリエチレ Y・フィルム法を用い 15
0C瞬卵器内 20 
にて 24時間培養し，その間 1時間毎に観察した。 21 
観察時の顕微鏡保温装置の温度は 150Cに保った。 22 
(3) 実験成績 23 

実験開始前のアメリカ鈎虫卵の分裂状態は，表7 24 

8細胞期い6細胞期|桑実期
I 
75.2 
70.1 
68.4 
66.7 
64.1 
64.1 
51.3 
44.4 
34.2 
27.4 
17.1 
10.3 
6.0 
5.1 
3.4 
0.9 
0.9 
0.9 
11.1 
17.1 
18.8 
23.1 
24.8 
28.2 
40.2 
47.9 
56.4 
59.8 
66.7 
57.3 
49.6 
43.6 
29.1 
23.1 
15.4 
11.1 
12.0 
10.3 
9.4 
5.1 
3.1 
1.7 
1.7 
1.7 
1.7 
2.6 
4.3 
5.1 
8.5 
12.0 
27.4 
39.3 
46.2 
62.4 
70.9 
78.6 
82.9 
82.9 
83.8 
84.6 
88.9 
90.6 
91.5 
91.5 
/ 
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に示す通りであるが，愛性卵は 7箇 (5.6%)であつ
Tこ。乙の 7箇の斐性卵を除外した 117箇の虫卵につ
いて観察した。本実験K於けるアメリカ鈎虫卵の発
育は非常に緩慢であり，培養4時間後に於いて始め
て桑実期の虫卵が観察された。即ち 4細胞期 7箇 
(6.0%)， 8細胞期 75箇 (64.1%)， 16細胞期 29箇 
(24.8%)，桑実期 2箇(1.79る)， ~性卵 4 箇 (3.4%) 
で、あった。その後次第に桑実期の虫卵は増加した
が，培養 24時間後に於いても尚 2箇(1.7%)の 16
細胞期の虫卵が存在し，蝋叫期lζ到達した虫卵はな
かった。尚愛性卵に陥入ったものは，培養 1時間目
iC1箇， 2時間自に 2箇， 4時間目に 1箇， 8時間目 
IC 1箇， 1時間目に 1箇， 19時間目 IC1箇， 23時間
日lζ1箇，合計 8箇 (6.8%)であった。 
図 8 は，各卵期の比率~遷を示した。
図 9は，各観察時間lと於いて各虫卵が各卵期lと達
した百分率の累積分布曲線を示している。 
図 9の 16細胞期についてみると，実験開始前 13 
箇(11.1%)，培養 1時間後 20箇(17.1%)，培養 2 
時間後 22箇(18.8%)と緩慢ではあるが次第に 16細
胞期になる虫卵は増加し，培養14時間後lとは 107箇 
く90.7%)，培養 15時間後 110箇 (94.0%)，培養 18
時間後 111箇 (94.9%)であり， ζのとき総ての 8
細胞期の虫卵が 16細胞期比発育した。
(4) 150CIζ於けるヅピユ鈎虫卵の発育状態 
(1) まえがき 
1931年松崎は，ヅピニ鈎虫卵lと於いては， 150C以
上の温度の下では全く障害がないと述べている。し
かし 150C前後に於けるヅピニ鈎虫卵の発育過程に
ついての精細な報告はない。従って同一虫卵につい
て，ポリエチレシ・フィルム法を用い 24時間培養し 
1時間毎に観察した。観察時の顕微鏡保温装置の温 
度は 150CK保った。
(2) 実験成績
実験開始前のヅピニ鈎虫卵の分裂状態は，表 8iと
示した通りであるが，~性卵は 1 箇で、あった。乙の
1 箇の~性卵を除外し， 63 箇の虫卵について観察し
こ。t
150C K於けるヅピニ鈎虫卵は， 280CK於ける発育
民比して非常に緩慢な発育を示した。培養 17時間
図 8. 各卵期の比率斐遷(アメリカ鈎虫卵， 150C，ポリエチレ Y・フィルム法〕 
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図9. 各卵の各卵期l乙達する個体分布累積曲線
くアメリカ鈎虫卵， 150C，ポリエチレン・フィルム法〉 
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図 10. 各卵期の比率愛遷(ヅピニ鈎虫卵， 150C，ポリエチレシ・フィルム法〉 
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後l乙始めて 100%桑実期の虫卵となり，培養 19時
間後始めて麟軒期の虫卵が観察された。即ち桑実期 
62箇 (98.4%)，鱗叫期 1箇(1.6%)である。培養 
24時間後には略糾期の虫卵は 8箇(12.7%)に増加
した。愛性卵K陥入ったものはなく，仔虫包蔵期及
び癖化脱殻仔虫はみられなかった。
表 8. 各時間毎l乙各卵期l乙達した百分率
くヅピニ鈎虫卵， 150C，ポリエチレシ・フィルム法〉
時間I細危期I 細胞 細胞 桑実期In 細品必期I8期I16期I 蝋虫斗期
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
3.2 
1.6 
1.6 
。 19.0 
19.0 
12.7 
4.8 
1.6 
61.9 
60.3 
58.7 
65.1 
57.1 
42.9 
39.7 
23.8 
12.7 
3.2 
3.2 
14.3 
17.5 
25.4 
27.0 
34.9 
44.4 
44.4 
49.2 
42.9 
33.3 
23.8 
23.8 
17.5 
11.1 
3.2 
3.2 
1.6 
1.6 
1.6 
1.6 
3.2 
6.3 
12.7 
15.9 
27.0 
44.4 
63.5 
73.0 
76.2 
82.5 
88.9 
96.8 
96.8 
98.4 
100.0 
100.0 
98.4 
98.4 
96.8 
96.8 
95.2 
87.3 
1.6 
1.6 
3.2 
3.2 
4.8 
12.7 
図 10 は，各卵期の比率~.遷を示した。
図 11は，各観察時聞に於いて各虫卵が各卵期に
達した百分率の累積分布曲線を示している。
図 11の 16細胞期についてみると，実験開始前 10
箇(15.9%)，培養 1時間後 12箇(19.1%)，培養 2
時間後 17箇 (27.0%)と次第に増加して培養 9時間
後には 61箇 (96.8%)，培養 11時間後には 100%に
達し?こ。
第2節秘結便申に於ける鈎虫卵の発育について 
(1) まえがき 
1917年宮川は，秘結せる糞便中に桑実期及び仔虫
包蔵期の虫卵があると述べているが，腸内l乙於いて
は温度が 380Cであり至適温度の範囲外であり，叉
酸素の供給はなく，卵の発育l乙は不適当な環境条件
と思われる。従って秘結便中の鈎虫卵の発育につい
て観察を試みた。 
(2) 実験方法
グピニ鈎虫単独保有者ι於いて， 6日間秘結後に
排世せる全尿を排i世1慣に従い，前半と後半に区分し
た。その前半と後半の糞便について夫々集卵採取
し，且つポリエチレン・フィルム法を用~'， 280C解
卵器内l乙て培養し， 24時間後lζ検鏡した。 
(3) 実験成績
秘結便の前半部K於ける実験開始前の鈎虫卵分裂
像は， 4細胞期 8.9%，8細胞期 34.7%，16細胞期 9.9
%桑実期 5.0%であり，この時既l乙安性卵として
認められたもの 41.6%であった。乙れらの斐性卵l乙
於いては，仔虫包蔵期迄lζ達していた虫卵は無かっ
た。乙の 41.6%のZ羽生卵を除外した鈎虫卵の 24時
間 280C騨卵器内培養後の分裂像は，仔虫包蔵期 23.7
%，府化脱穀仔虫はなく，~性卵に陥入ったもの 
76.3% であった。実験開始前既IC~性像を呈してい
た虫卵とを合計すると観察した虫卵の 86.1%Iこな
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ω 
P時化脱殻仔虫 2.9% であり，~性卵lζ陥入ったる。秘結便の後半部に於ける実験開始前の鈎虫卵分 %， 
4 7 8 49 16裂像は， 細胞期 .4%， 細胞期 .4%， 細胞期 もの 67.1% で、あった。実験開始前既IL~性像を呈し 
22.2%，桑実期 7.4%であった。この時既K~性卵と 75.3%ていた虫卵とを合計すると観察した虫卵の に
13.6% 13.6%して認められたもの であった。この なる。
0の~性卵を除外した鈎虫卵の 28 C 24 9時間培養後の は，秘結便中の鈎虫卵分裂像及び愛性卵の百表 
44.3%鈎虫卵分裂像は，仔虫包蔵期 ，騨化脱穀仔虫 分率を示している。 
5.7% であり，~性卵K 陥入ったもの 50% であっ 図 12 6は，ヅピニ鈎虫卵及び 日間秘結せる尿内 
DC7 28 24こ。実験開始前既に愛性像を呈していた虫卵とを合 のヅピニ鈎虫卵について，実験開始前及び 
計すると~性卵は観察した虫卵の 56.8% になる。次 時間培養後の分裂像及び愛性卵の百分率について比 
K6 2日間秘結し，翌日排便あり，その後 日間秘結 較したものである。
3し，翌日排便あり，この排便のあった翌日排世せる 鈎虫卵数の多寡と発育との関係節第 
全尿について，集卵採取し，ポリエチレ ・フィル (1) まえがきY
BrownH. W.年1928 .1は，豚虫回虫卵 箇が仔虫ム法により培養したがこの実験開始前の鈎虫卵分裂 
4 5 8 53.8% 16 lζ0.0000025{象は， 細胞期 .4%， 細胞期 細胞期 包蔵期 達する迄 の酸素を必要とすK cc， 
McCoy16.1% であり， ζ の時既IL~性卵として認められた 1930 1ると述べた。叉 は，犬鈎虫卵の 箇年 
もの 24.7~るであった。このZ羽生卵を除外した鈎虫卵 0.0000028の府化脱穀する迄に要する酸素消費量が 
028 24 30.0 lζの 時間培養後の分裂像は，仔虫包蔵期 必要なる事を述べている。鈎虫卵は畑虫卵 比しC cc
24実験開始前 ( 時間培養後 |殺害福護
II I I I I愛性卵を除外
II I I I I I I I笛8.9 34.7 9.9 5.0 46 59 23.7 0 76.3 86.11. し，残る 
I
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表 9. 秘結便中のヅピニ鈎虫卵分裂像及び~性卵 
6日間秘結せる便
側捌|郎副醐 11棚醐l 桑実期!羽生卵 I~品|仔虫!翻卵際の誓噌 
lについて 
I~性卵を除外 I I 
|について 
II
I 
I
I 
6日間秘結，翌 1日排便， 2日間秘結，次 1日排便，翌日排世せる糞便 
I 0A ~ ß~ ~ ~ 1~ 庚験開始前及時間培養24|ぴ 時間培養後24実験開始望 
16品目問桑矧安問1- 1
I~ 性卵を I I 
4細目蹴阿国胞期 [~~~I 仔虫 側卵|舎の警卵響 
5.4 I53.8 I16.1 I24.7 I除外した70 I30.0 I 2.9 I67.1 75.3 
I筒について I I 
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排便直後及び 24時間培養後の鈎虫卵発育像
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10---20倍の速度で発育する故，単位時間内K要する
鈎虫卵の酸素消費量は，畑虫卵の 10~20 倍を必要
とする。 
従って単位体積内K於ける鈎虫卵の密度の大小lζ
よってその発育が異ると想像されるが，次の如き実
験を試み成績を得たのでこ〉に報告する。
(2) 実験方法 
アメリカ鈎虫単独保有者の全尿を用い集卵採取
し，その虫卵含有水を用いたが，これは毛細管ピペ
ツトにてその 1滴中に 2000箇以上の虫卵を含むも
のである。との毛細管ピペット陀てその 1滴中 2000
笛以上を含む虫卵含有水を，小試験管内lと毛細管ピ
ペット l乙て 2滴落す。従ってこの 2滴中には 4000
箇以上の虫卵を含む。 ζの小試験管の口は，水分の
蒸発を防ヤ意味でポリエチレゾ・フィルムを用いて
覆い，コ、、ム輪で、固定した。次l乙乙の 1滴 2000箇以上
を含む虫卵含有7.Kf乙水道水を加えて， 1滴中 150箇
前後の虫卵を含む様lと稀釈し， ζの虫卵含有水を，
小試験管内に先に用いた同ーの毛細管ピペットlζて
2滴落下せしめ，小試験管の口をポリエチレン・フ
ィルムにて覆い，コ、、ム輪で、固定した。乙の 2本の小
試験管を 280C瞬卵器内に納入し培養した。培養 24
時間後ζの2本の小試験管を瞬卵器内より取出し，
新しい毛絢管ピペットにて小試験管内より虫卵を取
出し検鏡した。
(4) 実験成績
実験開始前のアメリカ鈎虫卵の分裂像は， 4細胞
期 10.7%，8細胞期 75.3%，16 細胞期 13.2~るであり，
乙の時既 K~性卵と認められたもの 0.8% であっ 
時間培養後上述した小試24贈卵器内にて280Cこ。T
験管 2本を取出G検鏡した。
毛細管ピペット lとて 1滴中 2000箇以上を含む小
試験管内の鈎虫卵発育像は，観察した虫卵 283箇の
中，桑実期 25.7%，閥軒期 15.7%，仔虫包蔵期 23.5
%， ~:昨化脱殻仔虫 29.6% ， ~性卵は 5.6% で、あった。
毛細管ピペットにて 1滴中 150箇前後を含む小試
験管内鈎虫卵の発育像は，観察した虫卵 158箇の
中，仔虫包蔵期 13.4%，勝化脱穀仔虫 83.6%であ
り，~性卵は 3.0~るであった。
表 10は，上述の実験結果を示したものであって，
実験開始前の鈎虫卵分裂像及び， 280C 24時間培養
後の鈎虫卵分裂像の百分率を表している。 
第V章者 察
鈎虫卵の発育κ関する従来の実験報告をみるlζ，
卵の発育と関係が深い因子の中で，温度について
表 10. 鈎虫卵数の多寡と発育との関係(アメリカ鈎虫卵〉 
4細よl8;」6品目ELiJ性卵桑実期|343」lf後虫l愛性卵 
0.7 1753l132l 1 25.7 I15.7 I23.508[2115日 
13.41 I 1 I~明言l
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は， 1917年宮川， 1930年 McCoy，1931年松崎の報 
告，酸素lとついては， 1917年宮川， 1930年 McCoy
等の報告，湿度については， 1931年松崎等の報告が
あるが， ζれらの報告にみる虫卵の観察方法は，虫
卵の発育過程を，こまかく時間を区切ってみたもの
ではない。しかし 1928年松崎は，アメリカ鈎虫卵，
ヅピニ鈎虫卵，東洋毛様線虫卵について， 1時間毎
にその発育を観察し， 1953年林は，犬鈎虫卵につい
て， 1時間毎にその発育について観察しているが，
しかしこれらは鈎虫卵の発育過程をこまかく時間を
区切って観察したものではあるが，同一鈎虫卵につ
いての継続観察ではない。かくの如く従来の鈎虫卵
の観察方法には，同一虫卵についての継続的観察は
ない。
虫回虫卵については， 1956年小林は，自国虫卵を寒天
上lζ塗抹し，継続的観察を試みているが，鈎虫卵は 
畑虫卵比比して，発育が早く，至適な環境の条件下
では，培養 13時間後には贈化脱穀が始まり， 24時
間後民は 80~90% の鈎虫卵が贈化脱鼓する。しか
も鈎虫卵は，湿度比於いて， 1958年兼先の報告Kみ
る如く， 300Cの下に於いて，湿度 90%以下では鈎
虫卵の発育に対する障害は甚しく，発育が遅延する
のみならず死滅する虫卵が増加すると述べている。
かくの如く発育の早い，しかも湿度の影響を受け易
い鈎虫卵え 1時間毎に顕微鏡下で観察する時に，寒
天上の鈎虫卵は，寒天の乾燥による湿度の低下等に
より正常の発育を期待し難い。そ乙で鈎虫卵の継続
観察応対しては，特別の考慮、を必要とする。
これらの観点より，鈎虫卵の継続的観察の方法に
ついて，順次次の如き方法を試みた。
最初は，対物ガラスlζ鈎虫卵含有水を滴下し，こ 
の上氏カパーグラスを載せ検鏡したが，カパーグラ
スの辺縁附近の虫卵は，発育が多少とも遅延はする
が蹄化脱設するのは反して，対物ガラスの中央部
は，非常に発育が遅れ，辺縁附近で蹄化脱穀し始め 
ても，未だ桑実期の虫卵が多数存在する。従って継
続観察の意味がない。 
ζ'>1と於いて，空気の接触という点l乙着目して，
カパ{グラスと対物ガラスの間lζ多少の隙聞のある 
Thoma-Zeiss氏計算盤を用いて観察した。しかし 
ζれも上記の対物ガラスlζカバーグラスを載せた実
験と同様の現象を示した。
しかし ζの現象から，カパ{グラスを 2mmのI隔
にした時lζ鈎虫卵がすべて平等に発育するのを観察 
し，カパーグラスを幅 2mm程度に切り， ζ れを
Thoma-Zeiss氏計算盤にのせ虫卵を観察した。 ζ
れが第 25回日本寄生虫学会総会lζ於いて発表した
報告である。この方法を以ってすれば，虫卵の発育
は遅延する事なく，叉順調に発育し瞬化脱鼓する。
しかしこの方法は， 1時間毎に顕微鏡下氏観察す
る時iL.，水分の蒸発が甚しく，水分の補給が必要で、
ある。従って水分の補給時に虫卵も共に移動する欠
点がある。
そこでこの欠点を補う意味でポリエチレシ・プイ
ノLムを用いたが，ポ Pヱチレン・フィノLムを用いる
に至った理由は次の如くである。
即ち同一鈎虫卵を継続観察する場合K，虫卵が移
動しては継続観察は困難となる。そ ζで同一場所は
固定する必要がある。
1956年小林は，虫回虫卵を寒天を用いその上Iと塗抹
する方法を報告した。 ζれも虫卵を同一場所K固定
する意味lζ於いて，一つの試みとして着目される
が，今一つの考え方として虫卵を上から押さえつけ
る事によって不動化する方法がある。 ζの意味lζ於
いて，ポリエチレ Y ・フィルムによって虫卵を上か
ら押さえつけた場合は，虫卵が移動せず，同一場所
で常に同一虫卵を観察し得る。
次に酸素の供給が充分でなければ，鈎虫卵は順調
な発育をしない。 1930年 McCoyは，鈎虫卵 1箇に
ついて瞬化脱穀する迄に 0.0000028ccの酸素を必要
とすると述べ， 1928年 BrownH. W.は，畑虫卵
について，仔虫包蔵卵となる迄l乙0.0000025ccの酸
素を必要とすると述べている。これによって明らか
な如く，鈎虫卵の発育は，虫回虫卵の発育の1O ~20 倍
速いため K，単位時間内の酸素の必要量は姻虫卵の
1O ~20 倍以上である。叉上記した如く，対物ガラス
に鈎虫卵含有水を落し，乙れにカバーグラスを載せ
た場合，辺縁部は正常の発育児近く且つ嫡化脱殻す
るが，中央部は発育が非常に遅延する事実，及び
1958年大津は， 280Cの下lζ無酸素状態に鈎虫卵を放
置する時は，その発育lζ大なる影響を受ける事を報
じている。
かくの如く鈎虫卵が順調に発育するには充分な酸
素の供給が必要である。ポリエチレン・フィルムは
酸素を通過せしめる。乙の意味でポリエチレン・フ
ィルムを用いた。
従ってこの方法lとよりアメリカ鈎虫卵の発育を観
察した。 この場合ポリエチレシ・フィルムはl.5/100 
mmの厚さの製品を用いた。この成積とアメリカ鈎
虫卵の瓦培養法と，その発育時聞について比較して
-1860ー 千葉医学会雑誌 第 34巻
みると次の如くである。即ち 16細胞期に於いては， 即ちアメリカ鈎虫卵は， 280Cの温度の下に，飽和
両者共に発育の速さに愛りはない。ポリエチレン・ 食塩水中 l乙浮遊せる時聞が 2時間迄は影響がなく，
フィルム法K於いては，培養 4時間後lζ100%桑実  5時間以上lζ於いては 100%愛性卵となる。
期になり，瓦培養法は，培養 8時間後任 100%桑実 ヅピニ鈎虫卵は， 280Cの温度の下f(.，飽和食塩水
期になっている。ポ Pエチレン・フィルム法は，培 に浮遊せる時間が， 4時間 40分迄虫卵の発育K影響
養 24時間後に購化脱穀仔虫 83.3%であり，瓦培養 がなく， 9時間以上では 100%~羽生卵となる。
法は培養 24時間後K瞬化脱穀仔虫  79.0%であつ しかし ζれには糞便の細挫及び爽雑物を除外する
た。かくの如くポリエチレ Y ・フィルム法は，瓦培 時聞が含まれていない。従って 40~60 分は飽和食
養法とその発育時間K於いて同様の値を示してい 塩水の影響下にある時間として追加せねばならな
る。乙の事からポリエチレン・フィルム法は，鈎虫 い。即ち 280Cに於いて，飽和食塩水の影響下で鈎虫
卵の発育に充分な酸素を供給しているとみなす事が 卵は，アメリカ鈎虫卵で 3時間以内，グピニ鈎虫卵
出来る。 で 5時間 40分以内ではその発育に影響がないと思
叉鈎虫卵の順調な発育には，充分な湿度の存在が われる。飽和食塩水は1O ~200C で， 35%内外の食
必要であり，且つ常lζ観察中氏於いても充分な湿度 塩を含み，浸透圧は大である。当然鈎虫卵の発育に
の存在が必要である。 1958年兼先によれば，湿度 影響を与えるが，上述の温度と時間内では影響がな 
90%以下では鈎虫卵の発育が遅延するのみならず， く，飽和食塩水浮遊法を用いた集卵法が，鈎虫卵の
死滅する卵が増加すると述べている。叉 Thoma・ 発育児関する研究にきして不都合はないと考えられ 
Zeiss氏計算盤を用いた場合は，先きに述べた如 る
く，観察時に水分が蒸発し，水の補給を必要とす 規則正しく排:止された尿中の鈎虫卵が，同ーの発
る。従って水の補給時K虫卵が移動する。この欠点 育を行う ζとが，尿中の鈎虫卵を実験に用いる場合
を是正する為l乙ポリエチレン・フィルムムを用いた の前提であるので，排J制!慣に前半部後半部lζ分割
のであるが，ポリエチレシ・フィルムは水蒸気を通 し，叉更にそれを内部及び周辺部に区分して，ポリ
過せしめる量が非常K少し毛細管ピペットにて  1 エチレン・フィルム法を用いその発育を観察したが， 
~2 滴の水は， 24時間観察中に充分存在し，鈎虫卵 特K虫卵の発育K差異がなかった。これより毎日排
の発育児影響を与えない。従ってポリエチレソ・フ 世のある者については，尿の部位による忠卵の発育
ィルム法は，毛細管ピペット 1 2滴の鈎虫卵含有 の差について特別の考慮、を払う必要がないと思われ，，-， 
水 lとより充分同一鈎虫卵を 24時間観察し得る。 る。
次lζ鈎虫卵の発育する場合ι 鈎虫卵が至適温度 この様lζ集卵時の飽和食塩水lζより鈎虫卵の発育 
の範囲内lζおかれる事が必要であり，それらの範囲 K影響がなく，叉排i世された尿の部{立によって，そ
の温度外では発育に障害がある。その至適温度につ の部位に含まれた鈎虫卵の発育lζは差がない。
いては， 1917年宮}fI， 1930年 McCoy，1930年松崎 かくの如き条件の下f(.，ポジエチレン・フィルム
の諸氏が報告している如く， 280C前後が至適温度で を用い，同一虫卵の継続観察をしたが，この方法に
ある。ポリエチレシ・フィルム法も同様に 280Cの瞬 よるアメリカ鈎虫卵及びヅピニ鈎虫卵が， 280C癖卵
卵器内で培養し，検鏡時も顕微鏡保温装置を用い 器内iζ於いて，叉 150C瞬卵器内に於いて示す発育 
280C に保った。 の速さについては，その発育時間の中央値を示す事
かくの如くにしてポ Yエチレシ・フィルム法は， によってその速さの程度を表す事が出来る。
同一虫卵を継続観察するに必要な条件を総て満足す 1953年林は，犬鈎虫卵について， 220C__250Cの温
る。従って鈎虫卵の正常な発育，発育に必要な個々 度の下に，その発育について 1時間毎K観察してい
の因子の影響，鈎虫卵の斐性，生死の判定，鈎虫卵 る。叉犬鈎虫卵の各発育段階の発育時間の中央値， 
K対する殺卵剤の影響等の研究の為の一方法で、ある 標準偏差及び発育係数を求めて，その発育の速さの
と考える。 程度を示している。先きにポリエチレ仏・フィルム
このポりエチレン・フィルム法を用いる場合，著 法を用い，アメリカ鈎虫卵及びヅピニ鈎虫卵につい
者は培養する虫卵を，飽和食塩水による浮遊法で集 て， 280C及び 150Cの温度の下f(.， 1時間毎に同一
卵した。従って飽和食塩水が鈎虫卵に及ぼす影響K 虫卵を 24時間観察した。 この成績について林の方
ついて，時間的な限界を知る必要があった。 法により，発育時間の中央値を求めた。
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アメリカ鈎虫卵lζついては， 280Cの温度の下に観 同様にしてプロットした点は大体直線をなしてい
察し，その仔虫包蔵期についてみれば，発育時間の る。従って虫卵の発育は Verhulstの算定曲綜K従
中央値は 10.4である。叉 150Cの温度の下に観察し， っている。
その桑実期についてみれば，発育時間の中央値は 乙の定差図から，傾き rは tanω= e-rhより求
13.3である。	 め，叉虫卵の発育段階の発育時間の中央値，即ち 
グピニ鈎虫卵については， 280Cの温度の下に観察 1/50 = 0.02の点を仮りに 2時間と 3時間の間にあ
し，その仔虫包蔵期についてみれば，発育時間の中 るとすれば，これに相当する点 A，Bから直線lζ下
央値は 7.1である。叉 150Cの温度の下に於いては， した垂線聞の距離Cは1時聞に相当すると考えられ
同様にして桑実期の発育時間の中央値は 8.4であ る。 2時間の点よりもの=50 R対する直線上の点
る。 迄が Dであるとすれば， a = 2 +1 x D/C 叉は
即ちこれは，培養後，アメリカ鈎虫卵に於いて a=3-1xCー D/Cより aを求める。
は， 280Cの温度の下で 10.4時間， 150Cの温度の下 先きに述べた， 280Cの温度の下に観察した，アメ
で 13.3時間，ヅピニ鈎虫卵に於いては， 280Cの温度 リカ鈎虫卵及びヅピニ鈎虫卵について，その仔虫包
の下で 7.1時潤， 150Cの温度の下で 8.4時聞にして 蔵期について，上述した如く a及び rを求むれば，
夫々の虫卵の50%が夫々仔虫包蔵期及び桑実期lと達 アメリカ鈎虫卵は a= 10.8，r = 2ムヅピニ鈎虫卵
した事-を示している。 はa =7.0，r =3.4である。
以上の如く，林の方法lとより，発育時間の中央値 同様にして， 150Cの温度の下に於いて，アメリカ
を求めたが， ζれは虫卵の 50%が各培養時間K各 鈎虫卵の桑実期に於いて， a = 13.2，r = 0.5，ヅピ
段階に達した事のみを意味していて，鈎虫卵の発育 ニ鈎虫卵の桑実期に於いては， a=8ム r= 0.7で
の累積曲線が同じ傾きをもっ事を前提としている。 ある。
即ち中央値は同じ値であっても，曲線の傾きが異る かくの如く，発育時間の中央値のみならず， s字
場合も考慮、K入れる必要があると思われる。従って 状曲線の傾き rを求める事により，アメリカ鈎虫卵
累積曲線の傾きについてその値を求めてみた。 及びグピニ鈎虫卵の発育についての個体差のひらき
鈎虫卵lとは個体差があり，発育は同一ではなし の程度が明瞭になる。従って集団としての虫卵群の
同一時間内に於いても，発育時間の速い虫卵と遅い 発育を正確に把握する事が出来る。
虫卵とあり，累積曲線の傾きは乙の虫卵の発育の個 鈎虫卵にもその発育に個体差があり，集団として
体差のひらきの程度を意味している。従って傾きが 虫卵群を観察する以上， 1953年林が求めた如く，発
急なる事は，虫卵の発育の個体差のひらきの程度が 育時間の中央値のみにては不充分であり，定差図K
小で、あり，傾きの緩かなる事は，虫卵の発育の個体 より発育時間の中央値 a及びS字状曲線の傾き rを
差のひらきの程度が大なる事を意味している。 求め， ζのa及び rVc.よって鈎虫卵の発育を表現す
鈎虫卵の発育についての累積曲線は，	 Verhulst る法がより適切であると考える。
 
L
の算定曲線 Y=一一一ーに一致すると想定さ 乙のポリエチレ Y ・フィルム法を用い，種々の環1+e-r~t-a) 
れる。 t=∞の時 Y= L，y = Lj2の時 t= a，L 境下に於ける鈎虫卵の発育について，二，三の実験
はyの達し得る最高値でこの場合 100%，aは y= を行った。 
L/2 ~ζ相当する t の値，即ち各発育段階に虫卵の 50 秘結便中の鈎虫卵の発育児ついては， 1917年宮川
%が達する時間である。乙の算定曲線に一致するた が述べた如く，秘結後排世された尿内K仔虫包蔵期
めには，各培養時聞に於ける虫卵の各段階の百分率 の虫卵が存在する事を述べているが，著者の実験に
の逆数が，即ち l/Y(めと l/Y(x +h)との間に 於いては， 6日間秘結後の尿内に於いて，排世直後
直線関係が成立する事が必要である。そ乙で 280C 排古田l院により前半部の尿内虫卵は 41.6%の震性卵
及び 150C麟卵器内l乙於いて，アメリカ鈎虫卵及び が存在し， 24時間培養後lとみられた愛性卵は 86.1%
ヅピニ鈎虫卵について，各培養時間の百分率を各発 であった。叉後半部の尿内虫卵は排世直後 13.6%の
育段階lζ於いて，第1の百分率の逆数を横坐標，第 ~jl生卵が存在し， 24 時間培養後lとみられた褒性卵は 
2の百分率の逆数を縦坐標とする点を第 Iの点と 56.8%であった。 ζれは腸内lζ於いて著しく発育lと
し，次に第2の百分率の逆数を横坐標とし第3の百 障害をうける事を示している。叉桑実期の後期以後
分率の逆数を縦坐標とする点を第 2の点とし，以下 lζ発育した虫卵はなく，従って仔虫包蔵期の虫卵も
-1862- 千葉医学会雑誌 第 34巻
叉仔虫包蔵期l乙方旬、て愛性卵となった虫卵もみられ
なかった。
次1[6日間秘結し，翌日排便あり， 2日間秘結し， 
翌日排便あり， ζの次の日排世のあった尿内の虫卵
は，排世直後既に 24.7%の愛性卵が存在し， 280C 
の下1[24時間培養後には 75.3%の斐性卵がみられ
た。乙の事は数日秘結した後は，その後少くとも 3
 
~4 日内 K排世のあった尿内には，多数の ~jl生卵が
存在する可能性があり，種々の実験に鈎虫卵を用い
る場合，尿の排世状態について注意する必要がある。
次に一定容積内に極めて多数の鈎虫卵を含む場合
は，虫卵密度の大小lζ応じて，虫卵の発育の様相が
異るか否かについての精細な報告はみられない。そ
乙で著者は，毛細管ピペット 1滴中 2000箇以上の
鈎虫卵を含む場合について実験したが， 280Cの温度
の下1[， 24時間培養後任於いて尚桑実期 25.7%，麟
叫期 15.7%の虫卵が存在し明らかに発育が遅延し
ている。従って実験を行う場合鈎虫卵数が一定容積
内lζ非常K多数含まれぬ様注意する必要がある。
第 VI章結 論
同一鈎虫卵について，同一場所K於いて継続観察
ム法が最も適して].，lするには，ポリエチレン・フイ 
いる。乙のポリエチレン・フィルム法を用い，アメ 
リカ鈎虫卵及び、ゾピニ鈎虫卵の発育について検討し 
た結果次の如き成績を得た。 
1. 飽和食塩水中の鈎虫卵は， 280Cの下 K於い 
  
て，アメリカ鈎虫卵は 3時間，ヅピニ鈎虫卵では 5
 
乃至 6時間以内であればその発育にきしたる影響を
 
受けない。
 
2. 規則正しく毎日排世のあるアメリカ鈎虫単独 
保有者の尿に於いては，尿の部位による鈎虫卵の発
育の差はない。 
3. アメリカ鈎虫卵について，瓦培養法とポリエ
チレシ・フィルム法による卵の発育状況を比較した
が，虫卵は同様の発育を示した。 
4. 秘結せる尿中のヅピニ鈎虫卵の分裂状態Kつ
いて観察を行ったが， 6日間秘結後の尿については， 
排i世直後前半部の尿内 lζ4 1. 6% の ~jl生卵が存在し， 
280Cの下IC24時間培養後は実験開始前の斐性卵と 
合計して 86.1%の愛性卵が存在した。叉後半部の原 
内には排世直後 13.6%の愛性卵が存在し， 280Cの下
に 24時間培養後は実験開始前の愛性卵と合計して 
56.8%の斐性卵が存在した。叉か〉る尿に於いては 
排世直後の卵で，仔虫包蔵期迄に発育していたもの
はなかった。
5. 一定容積中I乙極端に多数の鈎虫卵が存在す
る場合は，虫卵の発育が遅延する。
稿を終るに当り，終始御指導並びlと御校閲を
賜わりました恩師柳沢孝IJ喜雄教授l乙深謝し，併
せて種々御教示，御助言を賜わった水野哲夫助
教授に厚く御礼申上げます。尚御協力載いた西
三郎氏並びに教室員各{立に感謝します。
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